
学校番号 ４０１ 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 古典Ｂ 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 高等学校 改訂版 古典 B 第一学習社 

副教材等 

・読んで見て覚える重要古文単語３１５三訂版（桐原書店） 

・読解のための必修古典文法改訂版（文英堂） 

・読解のための必修古典文法 準拠ノート〔改訂版〕（文英堂） 

・巻頭増補版常用国語便覧（浜島書店） 

・流れと演習 新日本文学史改訂版（京都書房） 

・書いておどろく古典文法基礎編（エスト出版） 

・錬成古典（古文・漢文）大学入学共通テスト対策新装版（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・1，2 年で学んだ知識を活かし内容を的確にとらえられるようになりましょう。文法事項をもと

に本文の現代語訳に挑戦しましょう。 

・声に出して読み、古文・漢文の調べを味わいその時代に生きた人々の思想や感情について、理解

を深め、自分自身の考え方の幅を広げましょう。 

・語句の意味と文法事項を復習し、定着させましょう。必ず予習し、重要語・助動詞・敬語の習得

に努めましょう。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

古典としての古文や漢文を読む力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、古典に親し

むことによって人生を豊かにする態度を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典を読む力を進んで高

めるとともに、古典につい

ての理解や関心を深めよ

うとしているか。 

古典を読んで思想や感情な

どを的確に捉えたり、その

価値を考察したりして、自

分の考えを深め発展させて

いるか。 

伝統的な言語文化及び言葉の特

徴やきまりなどの理解を深め、

知識を身に付けているか。 

評
価
方
法 

・行動の観察 

・記述の点検 

（ノート、授業プリント、小

テスト） 

・行動の観察 

・記述の確認及び分析 

・定期考査 

・行動の観察 

・記述の確認 

（ノート、授業プリント） 

・定期考査 

・小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観

点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a ｄ  ｅ 

１
学
期 

物
語 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

儒
家
の
思
想 

『大鏡』 

「雲林院の菩提講」 

「道長と伊周―弓争ひ－」  

 

 

 

『論語』 

 「修養」「学問」 

『孟子』 

 「性善」 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

◎ 

◎ 

 

 

 

 

 

〇 

ａ:１，２年で学んだことをきちんと

復習して取り組んでいるか。 

ｄ:前後関係から話の展開を推測し

て読み進めているか。 

ｅ:１．２年で学んだ文法事項につい

て理解しているか。 

ａ: 漢文を書き下し、その内容を理

解しようとつとめているか。 

ｄ:孔子、孟子などの儒家の思想につ

いて理解し、現代の日本にどのよ

うな影響を及ぼしているか考える

ことができたか。 

ｅ: 訓読のきまり、句形、重要漢字を

身に付けているか。 

a：行動の観

察、記述の

点検 

ｄ :行動の

観察、記述

の確認及び

分析、定期

考査 

ｅ :行動の

観察、記述

の確認、定

期考査 

小テスト 

日
記 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

道
家
・法
家
の
思
想 

『更級日記』 

 「門出」 

「源氏の五十余巻」 

『建礼門院右京大夫集』 

「資盛との思ひ出」 

『十六夜日記』 

「駿河路」 

 

『老子』 

『荘子』 

『韓非子』 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

a: 語句の意味を調べ、助動詞の知識

を活かして内容をとらえようとして

いるか。 

ｄ：内容を的確にとらえ、作者や登場

人物の人物像が理解できているか。 

ｅ：助動詞「つ」「むず」を中心に） 

について理解しているか 

a:漢文を書き下し、その内容を理解

しようとつとめているか。 

ｄ：主張をとらえ、それについて自分

なりに考えているか。 

ｅ:訓読のきまり、句形、重要漢字を

身に付けているか。 

a：行動の観

察、記述の

点検 

ｄ :行動の

観察、記述

の確認及び

分析、定期

考査 

ｅ :行動の

観察、記述

の確認、定

期考査 

 

２
学
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

評
論
文
章 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

逸
話 

『俊頼髄脳』 

 「歌のよしあし」 

『無名抄』 

 「深草の里」 

 

 

 

「不顧後患」（『説苑』） 

「不死之道」（『列子』）  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

〇 

◎ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

〇 

a: 語句の意味を調べ、助動詞の知識

を活かして内容をとらえようとして

いるか。 

ｄ：論じられている事柄を理解し、考

えを深めることができているか。 

ｅ：和歌の技法について理解してい

るか 

a:漢文を書き下し、その内容を理解

しようとつとめているか。 

ｄ：内容をとらえ、それについて自分

なりに考えているか。 

ｅ:訓読のきまり、句形、重要漢字を

身に付けているか。 

ａ：行動の観

察、記述の

点検 

ｄ :行動の

観察、記述

の確認及び

分析、定期

考査 

ｅ :行動の

観察、記述

の確認、定

期考査 

小テスト 



２
学
期 

 
 

 
 

物
語 

『源氏物語』 

  「紫の上の死」 

  

 

〇 ◎ 〇 

 

    

a:語句を手がかりに話の流れをつか

み、人物の言動や心の推移を捉えよ

うとしているか。 

ｄ:助動詞の意味等をきちんと把握

して、内容を読解できているか。  

ｅ:敬語法、助動詞の意味・用法を身

につけているか。 

ａ：行動の観

察、記述の

点検 

ｄ :行動の

観察、記述

の確認及び

分析、定期

考査 

ｅ :行動の

観察、記述

の確認、定

期考査 

小テスト 

物
語 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

評
論 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

史
記
の
群
像 

『とりかへばや物語』 

  「父大納言の苦悩」 

   

 

 

 

 

『風姿花伝』 

 

 

 

 

 

『史記』 

「張儀」 

〇 

 

 

 

  

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

◎ 

 

 

 

  

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

〇  

〇 

 

 

 

  

 

 

〇 

 

 

 

 

 

◎   

a: 語句を手がかりに話の流れをつ

かみ、人物の言動や心の推移を捉え

ようとしているか。 

ｄ:語句の意味や、文法事項に基づき

作者の主張の内容を正確に把握でき

ているか。 

e:文語文法が身につけているか。 

a: 語句の意味を調べ、助動詞の知識

を活かして内容をとらえようとして

いるか。 

ｄ：論じられている事柄を理解し、考

えを深めることができているか。 

ｅ：文語文法が理解できているか。 

a:漢文を書き下し、その内容を理解

しようとつとめているか。 

ｄ：主張をとらえ、それについて自分

なりに考えているか。 

ｅ:訓読のきまり、句形、重要漢字を

身に付けているか。 

ａ：行動の観

察、記述の

点検 

ｄ :行動の観

察、記述の

確認及び分

析、定期考

査 

ｅ :行動の観

察、記述の

確認、定期

考査 

小テスト 

３
学
期 

近
世
の
小
説 

『雨月物語』 

  「浅茅が宿」 

◎ 〇 〇 ａ：今までに学んだことを活かして、

辞書等を活用して、自分で読解をす

すめているか。 

ｄ：人物の行動や心情を的確にとら

えているか。 

ｅ：文法事項、基本的な語彙をきちん

と理解しているか。 

 

ａ：行動の観

察、記述の

点検 

ｄ :行動の観

察、記述の

確認及び分

析、定期考

査 

ｅ :行動の観

察、記述の

確認、定期

考査 

 


